
○ SNSなどの技術革新の成果
を活用すること等により、新
たな価値観に共鳴した人々が
つながり、新たなコミュニ
ティを創造

○ 定住人口や関係人口に内在
する活動人口の比率を高め、
地域づくりの担い手を確保

○新たなコミュニティの創造

〇テーマ設定の背景・審議事項
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～ 新たなコミュニティの創造を通じた新しい内発的発展が支える地域づくり ～

〇審議経過

新たなコミュニティの創造について

（注1）「調査していないため該当数値がない」データについてはゼロと取扱いデータ処理。
（注2）凡例の転入超過回数別の市町村数は三大都市圏を除く。
（出典）総務省「住民基本台帳人口移動報告（H24～H29）」

○３つの要素（人、場、仕組み）の具体事例

○「住み続けられる国土専門委員会」では、国
土形成計画の推進に関し、人口減少地域の住
民の生活を守った上で、地域が多様な魅力を
放ち、持続可能な循環型社会である「住み続
けられる国土」を実現するために講ずべき施
策について調査・検討

○ また、持続可能な循環型社会であるという
ことは、人々が世代を超えて、暮らしを継い
でいくことであるため、本委員会では、その
実現のために必要な政策のあり方を調査・検
討するに当たり、長期的な視点を重視

○ 今年度は、地域に多様な関心を持ち、多様
に関わる関係人口を増加させる新たなコミュ
ニティの創造、内発的発展が支える地域づく
りについて審議

【三大都市圏とそれ以外の市町村間の社会移動状況】

○コミュニティの変遷

新たなコミュニティの創造に向けた３つの要素



〇今後の課題

新しい内発的発展が支える地域づくりについて

○内発的発展を支える地域のプロセスデザイン

○ 地域の主体性を前提とした外部アクターとの連携を強調する「新しい内発的発展」
により地域づくりを推進

○ 段階的なプロセスデザインにより、内発的発展による地域づくりを深化させるには、
広範囲に波及するマス・ローカリズム（地域間の学び合い）の展開が必要

参考：地域の内発的発展について
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～ 新たなコミュニティの創造を通じた新しい内発的発展が支える地域づくり ～

○「小さな経済圏」の構築
○シェアリングエコノミー（共有経済）の活用とライフスタイルのマルチ化


